
い
や
な
虫
々
の
記
録
簿

平

尾

三

千

代

又
、
い
や
な
事
を
書
く
け
れ
ど
ご
め
ん
な
さ
い
。

生
活
の
歴
史
と
し
て
、
真
実
の
み
を
書
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
私
が
去
れ
ば
、
永
久
に
消
え

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
今
の
う
ち
に
―
。
書
く
の
を

ど
う
し
よ
う
か
と
迷

っ
て
い
た
ら
、
或
新
聞
に
取
上

げ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
自
信
を
も

つ
て
書
き
ま
す
。

と
、
云
う
こ
と
で
、
さ

っ
そ
く
記
し
ま
し
ょ
う
。

〇

一
、
「シ
ラ
ミ
」
フ
フ
ー
。
な
ん
て
廻
り
を
払
わ
な

い
で
ね
。
私
た
ち
、
思
い
出

一
杯
な
ん
で
す
。

黒
い
、
ニ
ミ
リ
程
の
足
の
た
く
さ
ん
あ
る
虫
。
頭

ジ
ラ
ミ

・
衣
ジ
ラ
ミ

・
毛
ジ
ラ
ミ

。
血
を
吸
う
。

子
供
の
頃
、
前
の
席
の
子
の
髪
に
出
入
り
し
て
い

る
の
で
、
つ
い
手
を
伸
ば
し
て
し
ま
う
と
、
「
ヨ
フ
ッ
、

み
ち
よ
、
虫
の
子
は
遊
ぶ
時
間
に
と
り
な
さ
い
。
」
と

叱
ら
れ
る
。
七
十
年
前
の
思
い
出
で
す
。

又
、
家
で
は
祖
母
が
ス
キ
ク
シ
で
捕

っ
て
く
れ
ま

し
た
。
卵
は
半
透
明
の
自
、
手
で
つ
ぶ
す
。

ｏ
次
、
「
コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
」
下
着
の
縫
い
目
に
い
る
。

石
で
ト
ン
ト
ン
や

つ
て
殺
す
。
又
は
ね
る
。

毛
ジ
ラ
ミ
は
、
髪
の
毛
以
外
の
毛
に
宿
る
。

学
校
の
子
供
の
を
、
休
み
時
間
に
よ
く
捕

っ
て
や

り
ま
し
た
。
私
の
膝
に
子
供
の
頭
を
乗
せ
て
。

「あ

っ
居
た

っ
。
」
と

つ
か
ま
し
て
、
親
指
の
爪
で

「プ
ツ
ン
。
」
と

つ
ぶ
す
。
又
は
、
国
の
中

へ
投
げ
入

れ
て
前
歯
で
カ
ミ
カ
ミ
。
後
口
を
ゆ
す
い
だ
か
ど
う

か
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
後
、
ア
メ
リ
カ
が
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
く
れ
ま
し
た
。
あ

の
白
い
臭
い
粉
を
、
頭

ヘ
ブ

ッ
掛
け
て
手
拭
で
巻
き
、

小
半
日
し
て
、
外
で
カ
リ
カ
リ
、
パ
タ
パ
タ
払
い
落

と
し
ま
し
た
。
効
果
は
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
。

ｏ
次
、
「蚤
ノ
ミ
」
長
い
こ
と
人
間
と
共
存
し
て
き
ま

し
た
ね
。
戦
後
、
新
婚
の
頃
、
よ
く
蚤
の
捕
り

っ
こ

を
し
ま
し
た
。
「君
、何
匹
と
つ
た
の
、僕
十
匹
。」
「私
、

三
十
匹
よ
。
私
の
方
が
上
手
ね
。
」
と
か
言

っ
て
。
こ

れ
又
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
ブ

ツ
掛
け
て
―
。

犬
、
猫
ち
ゃ
ん
は
、
や
さ
し
く
だ

っ
こ
で
捕
る
。

江
戸
時
代
、
ネ

コ
の
蚤
と
り
屋
が
あ

っ
た
と
か
―
。

ｏ
次
、
「南
京
虫
」
戦
争
中
、
兵
隊
さ
ん
が
連
れ
て
き

た
と
か
。
昭
和
十
四
年
、
学
校

へ
も
侵
入
、
大
さ
わ

ぎ
、
薬
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ポ
リ
ポ
リ
、

ガ
リ
ガ
リ
ひ
っ
か
く
ば
か
り
。
て
ミ
リ
位
の
赤
い
虫
、

ク
モ
科
か
な
、
喰
い
め
が
二
つ
、
真

っ
赤
に
は
れ
る
。

色
自
の
人
の
モ
モ
は
、
バ
ラ
色
に
染
ま
る
。
風
土
に

合
わ
ず
、
消
え
た
ら
し
い
で
す
。

ｏ
次
、
「ダ

ニ
」
こ
れ
ま
だ
居
る
の
か
し
ら
。
ダ

ニ
と

り
の
薬
が
あ
る
。
小
さ
い
半
透
明
の
虫
、
ク
モ
科
？

ム
シ
ム
シ
か
ゆ
い
。
方
言
で
ム
シ
ャ
れ
る
。

ｏ
次
、
「蚊
」
詩
情
豊
か
な
蚊
イ
ブ
シ
の
煙
。
緑
色
の

カ
ヤ
、
カ
ミ
ナ
リ
サ

マ
が
鳴
る
と
、
カ
ヤ
の
中

へ
逃

げ
込
み

「ク
ワ
バ
ラ
、
ク
ワ
バ
ラ
。
」
と
と
な
え
る
。

蚊
に
似
た
の
に
ブ
ヨ
が
い
る
。
掛
二
小
の
運
動
場
に

住
ん
で
い
た
。
血
の
出
る
程
、
ひ
っ
か
く
。

ｏ
次
、
「オ

コ
デ
」
台
湾
オ

コ
デ
が
十
年
程
前
に
来
た

け
れ
ど
、
殆
ん
ど
い
な
い
。
風
土
の
関
係
か
。

私
は
虫
を
見
な
く
て
も
、
刺
さ
れ
方
で
全
部
わ
か

り
ま
す
。
ご
用
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ｏ
次
、
「
ハ
エ
」
イ
エ
バ
エ
は
食
物
を
食
べ
る
。
ハ
エ

の
つ
く
食
物
に
は
毒
が
無
い
と
の
こ
と
、
銀
バ
エ
は

緑
色
に
光

っ
て
い
た
。
生
物
の
フ
ン
が
好
き
。

ゴ
キ
ブ
リ
も
少
な
く
な

っ
た
。　
一
億
年
前
の
生
き

た
化
石
と
の
こ
と
。
大
事
に
す
る
わ
け
に
も
―
ね
。

あ
の
毒
グ
モ
、
育
た
ず
よ
か

っ
た
こ
と
。

次
に
ち
よ
つ
と
、
あ
の

「絵
虫
」
こ
と
回
虫
、
絶

え
た
で
し
ょ
う
か
。
腸
が
住
み
か
。
セ
メ
ン
服
用
で
、

二
十
セ
ン
チ
位
の
が
出
る
。
か
た
ま

っ
て
つ
か
え
た

の
は
手
で
引
き
出
し
た
。
寄
生
虫
の
こ
と
、
又
別
の

日
に
、
虫
々
よ
、
さ
ら
ば
―
。
思
い
出

一
杯
有
難
う
。
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編

集

後

記

一
　

交
通
事
故
全
国
甲
―
ス
ト
ワ
ン
脱
出
作
戦

一
み
ん
な
で
、
交
通
マ
す
―
を
、
向
上
さ
せ
よ
う
。

一
　

広
報
部
で
は
、
皆
様
か
ら
の
、
あ
ん
な
事
、
こ

一
ん
な
事
等
、
話
題
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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